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老人保健事業による基本健康診査受診と医療費の関連

―循環器疾患について―

関山 昌人 平野 亙 渡辺 由美

三浦 宜彦 川口 毅

　老人保健法による基本健康診査受診率と循環系疾患による医療費との関係を検討するため，神奈川県A

町の国保加入者全員を対象に，国保レセプトと基本健康診査受診成績を解析した。基本健康診査受診の有無

とその結果および基本健康診査以前の受療歴の有無によりグループ分けした受療モデルをつくって，住民の

受療行動を解析し，さらに基本健康診査受診率の変化による国保加入者一人当りの循環系疾患による医療費

の増減を推計した。シミュレーションの結果，入院外診療については，基本健康診査以前の3ヵ月間に循環

系疾患による受療歴のあるものは基本健康診査受診率が高くなるにつれて国保加入者一人当りの循環系疾患

の診療点数はやや低くなるが，受療歴のないものについては高くなることが示された。また基本健康診査受

診率の上昇に伴って入院診療点数は低くなり，入院，入院外あわせた総診療点数も低くなることが示唆され

た。
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